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表記 キ リ ル 文　字
圭 o 0 y
2 0 O 0 y
3 i 猛 賃 b b（分離符号）
















































































































































































































































































































































































表記 キ リ ル 文掌
u V















z 0 y　　　v θ
m O （y） θ
n o　　y V
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13i
6
　　146
11．1．5
　次の語は辞
　　　28
　　365
11．2．．
11．2。
　　268
　　342
　　363
　　394
　　397
　　633
　　939
　　992
　1007
　1024
11．2．
　　487
　　488
　1116
　1117
　1119
11．3
11．3
　　167
　　958
　　959
　　960
　　961
　　　　　　　　　　　　戸部実之著『モンゴル語入門」における記述上の問題点
　gail　　　　　　　　　　　　gaali　　　　　　　　　　　　　　　　　　税関
．　その他
　　　書によってバリエーションがある。⑨
azarga　　　　　azraga　　　　　　　　　種馬
　mergejil　　　　　　meregjil　　　　　　　　　　専門
長母音を短母音で表記している語
1．　三
　　z（）gi　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　z（）gii　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蜜蜂
mini　　　　　　　minii　　　　　　　　　　　私の
　melhi　　　　　　　melhii　　　　　　　　　　　　カエル
　narin　　　　　　　nariin　　　　　　　　　　細い，やせた
nlgem　　　　　　　niigem　　　　　　　　　　社会
　tim　　　　　　　　　tiim　　　　　　　　　　　　　はい
　he｝gi　　　　　　　　helgii　　　　　　　　　　　　おしの
　tsetsgi　　　　　　　tsetsgii　　　　　　　　　　　ひとみ
　chireg　　　　　　　　　　　　chiireg　　　　　　　　　　　　　　　　　　　弓蚕v、
shi　　　　　　　shii　　　　　　　　　　　芝居
2．　補助母音の後
　Qyon　　　　　　　　　　　　oyoon　　　　　　　　　　　　　　　　　　　矢＃恵
　oyotan　　　　　　　　　　　oyootan　　　　　　　　　　　　　　　　　学生
　ya－　　　　　　　　yaa一　　　　　　　　　　　どうする
yalaad　　　　　　yaagaad　　　　　　　　　何故
　yar－　　　　　　　　　　　　　yaar－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，急、ぐ
余分な母音が言己されている語
1．　口蓋化子音gy，　hyに余分な母音が添加しているもの
　gayalgar　　　　　gyalgar　　　　　　　　　　　つやのある
　hayazgaar　　　　　　　hyazgaar　　　　　　　　　　　　　　　国境
hayamaral　　　　hyamra1　　　　　　　　　危機
hayamd　　　　　hyamd　　　　　　　　　　安い
　hayasaa　　　　　　hyasaa　　　　　　　　　　　　ハマグリ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　132
84
77
96
90
95
96
97
98
110
127
129
130
131
102
103
136
136
136
85
128
128
128
128
　962　　　hayatad　　　　　　　　　hyatad　　　　　　　　　　　　　　　　　中国
著者はキリル文字のrfi，　Xfiが正しく読めていないようである。
11．3．
　　421
　　934
　　959
11．4
11．4
391
392
608
11．4．2
421
511
11．5
11．5
　　　44
　　273
　　138
　　3G1
11．5．
　　331
　　332
　　539
11．5．3
11
169
634
2．　その他
　negebur　　　　　neg　bur　　　　　　　　　　それぞれ，各々
　hedi　　　　　　　　　　　hed　　　　　　　　　　　　　　　　　　v、くつ？
hayamaral　　　　hyamral　　　　　　　　　危機
分かち書きをしていない語　　　　　　　“
1．　複数
　ahnar　　　　　　　ah　nar　　　　　　　　　　　　兄たち
bagshnar　　　　　bagsh　nar　　　　　　　　先生方
　tanar　　　　　　　ta　nar　　　　　　　　　　　あなたたち
．　その他
　negebur　　　　　Reg　buτ　　　　　　　　　それぞれ，各々
　omonozug　　　　　omno　zug　　　　　　　　　　南
その他
1．　玉／rの間違い
　alchuul　　　　　　　a｝chuur　　　　　　　　　　　ハンカチ
　zulgaa　　　　　　　　　　zgrgaa　　　　　　　　　　　　　　　　　　6
　gadaad　her　　　　　　gadaad　hel　　　　　　　　　　　　　　夕事国言吾
　zeeluur－　　　　　　zeeluul一　　　　　　　　　　　貸す
2．　nをhと誤記したもの（おそらく手書き原稿の判読ミス）
mahan　　　　　　manan　　　　　　　　　　もや，霧
　mahar－　　　　　　manar一　　　　　　　　　　　もや，霧がかかる
oshOO　heg　　　　oshOO　neg　　　　　　　　　もう一度
． 　vをbと誤記したもの
ab「age　　　　　　avraga　　　　　　　　　　巨大な
　daaboo　　　　　　　　　　daavoo　　　　　　　　　　　　　　　　　　木糸吊
　tobch　　　　　　　tovch　　　　　　　　　　　　ボタン
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　133
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　　128
99
126
128
97
97
109
99
104
78
91
63
92
94
94
105
76
85
110
　　　　　　　　　　　　戸部実之著『モンゴル語入門』における記述上の問題点
　キリル文字の6とBは固有語では相補分布を成している（語頭，n，　M，　H，　Bの直後で6，それ以
外でB，疑問助詞の6∂／B3の区別は語境界を越えて以上の規則が適用される）のでローマ字化す
る際に区別する必要はないが，いったんb，vのように区別した以上，一貫性が保たれなければな
らない。
11．5．
　499
11．5．
　806
　807
　846
11。5．
　858
11．5．
　　144
　1139
　1117
11．5．
　　83
　346
11．5．
　250
11．5．
　　11
　　92
　675
4．　キリル文字をn一マ字に置き換える際の勘違い
　or－　　　　　　　og一　　　　　　　　　　　与える
5．　キリル文字のbをuiで表記したもの
　havui　　　　　　　havi　　　　　　　　　　　　近所
　havuitsaa　　　　havitsaa　　　　　　　　　近くに
　harui　　　　　　　　hari　　　　　　　　　　　　　外国の
6．　キリル文字の6をそのまま（しかし点をつけずに）表記したもの
　hoer　　　　　　　　　　　　　hoyor　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2
7．　手書き原稿の判読ミス
　gazarzin　　　　gazarzui　　　　　　　　地理学
　yamag　　　　　　　　　　yanag　　　　　　　　　　　　　　　　　　恋ノ㌦
　ya｝aad　　　　　　　　　　yaagaad　　　　　　　　　　　　　　　　で可故
8．　脱落
　baiga　　　　　　　　　　　bainga　　　　　　　　　　　　　　　　常に
　mor　　　　　　　　　mor重　　　　　　　　　　　　　　馬
9．　添加
　jujighchin　　　　jujigchin　　　　　　　　　役者
10．　その他
　abrage　　　　　　avraga　　　　　　　　　　巨大な
　balnar　　　　　　　baliar　　　　　　　　　　　　きたない
　temtseg　　　　　　　temdeg　　　　　　　　　　　　　しるし，印
103
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120
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122
84
137
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80
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134
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12．ローマ字化の仕方に配慮が足りない。
　たとえば，byatshan小さい82ページはbyat－shanなのかbyats－hanなのか判断できない。実際
はbyats－han（6触xa幼である。
13．語彙集の問題点
　語彙集には1147語が記載されている。これらのうち訳語が英語でも日本語でも区別されていな
い語の組（aav／etseg「父」，　aali／aash「性質」のような組）が38組もある。この語彙集では
区別が分からない。また英語でのみ区別されているものが14組あるが，区別はあいまいである。
わずか1147語のうちに52組（実際には113語）もこういった語を記載する必要があるのであろう
か。
　さらに問題になるのは語彙の選択である。bagshil－「教える」という語を選択する前にzaa－
「教える」を選択すべきである。balgas「都市」と選択する前にho£「都市」　を選択するべきで
ある。こういった例を以下に示してみよう。
　19
　23
　63
　77
　79
　91
101
263
281
304
559
617
679
695
1073
1122
ilモンゴル語入門遍
adguus
aj
ayaL
bagshil－
baigoo圭一
ba｝gas
barilga
zohio－
zuder－
ider
sav
もa｝
もenges
ogt－
elbe－
yavalt
動物
生活
歌う
教える（教師をする）
建てる（建設する）
都市（城壁）
建物
書く（創作する〉
疲れる
若い
花瓶（器）
方角（～側）
海
会う（迎える）
助ける
旅1そテ　（そテくこと）
ページ
　77
　77
　79
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137
選択すべき語
ami宅an
amidral
doo｝．
zaa－
bari－
hot
baishin
bich－
yadar－
zaloo
vaar
zug
dalai
oolZ－
tosa｝－
ayala1
意味不明なものがある。
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90ユ　　hui 家族 125
　要するにこの語彙集は著者がある一定の基準に基づいて選んだものであろうが，語義の説明は
その語が持つ意味の一部であるにすぎず，それがかなり的外れのものである場合が数多く含まれ
ている。したがってモンゴル語の基礎語彙を抽出したものからはほど遠く，訳語からモンゴル語
の語彙を捜し当てようとした場合，とんでもない語に突き当たる可能性があるということを利用
者は十分認識していなければならない。
註
（1）　『モンゴル語入門』の出版以前に著者はウイグル語，満州語など15言語の入門書及び『タガログ語基本語
　　彙・文法書逼を同出版歓から出版している。またそれ以後も各種の言語の入門書の出販が続いている。こ
　　れらを検討する能力も時間もないが，例えば『チベット語入門』は，著者の宣伝文句とはうらはらに，チ
　　ベッ文語が記されているので，この入門書で勉強しても，チベット人との口語によるコミュニケーション
　　はできるようにはならない。『モンゴル譜入門逼から推湖する限り，これらの～連の書物は，著者の不完
　　全なノートを十分整理しないで，再現したもののように思われる。
②　モンゴル語を表記する方法は他にフィノ・ウゴル協会の転写がある。
（3）アルファベットの名称は開音節では長母音になるが『モンゴル語入剛では短母音で表記している。jは
　　ジではなくジェ（より正確にはジェー）であり，hはへ（より正確にはヘー），　shはシェでなくイシ，　shch
　　はシチェでなくイシチェ（より正確にはイシチェー）である。
〈4＞明るい／暗いは前舌／後養（奥蓄）に対する表現であるから理解できるが，ヂ深い」というのは何を表し
　　ているか分からない。
（5）磁ま先行する子音を口蓋化しないので，それ自体は中雷化する。
（6）奈良時代の日本語の母音については8母音説以外に，5母音説（服部（1976）），6母音説（松本（1976））
　　があり，音価についても議論がある。なお高松（1978）も参照。
（7＞kは必ず母音の直後に（すなわち二重母音及び翻の第二要素）に用いられる。分離符号ではないbは，i）母
　　音＋単純子音　　＃，ii）母音＋単純子音　　＋rm／τaPt／fl／e，　iii）7子音　　9子音の位置でのみ用
　　いられ，それ以外の位置（すなわちiv）子音＋子音　　，　v）7子音　　7子音，　vi）9子音　　7子音，
　　V1i）9子音　　9子音，　viii）子音　　母音）ではvaが用いられる。したがってMlfHbを除いてbは男性語にし
　　か現れない。一一fi分離符号のbは女性語にしか現れない。
18）長母音を短母音で表記しているのは，属格及び補助母音の後に例が多く見られる以外は規則性がはっきり
　　しない。ng－一音節とそれ以外，開音節と閉音節で区別はないようである。
（9＞　MoHroπYcm曲双YpMu熊Tonb及び3θB　6Hqgx　3Y翻rraexax　では　a3apra，　M3prewnπ　であるが，
　　MOfirOA　x3AHMH　TOBq　T諭渥6ap　Toπbではa3para，　M3P3r｝KHnである。
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